
パスカルの定理五角形

　　円に内接する五角形において，辺，の

　交点を，辺とにおける接線との交点を，辺，

　の交点をとするとき，点，，は一直線上にある。
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証明

　　点，，を通る円を とし， と，

　との交点をそれぞれ，とする。と

　の対応する組の辺がそれぞれ平行な

　らば，直線，，が点で交わる。

　すなわち，，，は一直線上にある。

　について

　　　

　　　同位角が等しいから　

　について

　　　接弦定理　

　　　となり錯角が等しいから　

　について

　　　円に内接する四角形において　　また　

　　　となり同位角が等しいから　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明終


